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1. まえがき                                         
近年インターネットの普及に伴い，電子文書や

データ構造の記述の際に XML を用いることが多
くなってきている．XML[1,2]で記述されたドキュ
メントデータにはさまざまな用途があるため[3]，
その品質を評価する際には，用途に応じた評価基
準を設定した上で，それに基づいて評価を行う必
要がある．本研究では，XML ドキュメントデータ
を DTD に基づいて評価するための手法について
提案する．本手法では，多様なドキュメントデー
タおよび評価基準に対応するため，DOM モデルよ
り評価用のデータ構造記述を導出し，導出された
構造に対する評価を行う． 

 
2. XML ドキュメントデータの評価 
 XML ドキュメントデータを，DTD 定義に基づ
いて以下の３つの手順により評価をする． 
 (1)DOM ツリーの構築 
  XML ドキュメントデータと対応する DTD 定義
を読み込み，構文解析して DOM ツリーを生成す
る．                     
 (2)評価用 DOM ツリー作成  
  (1)で作成した DOM ツリーを，評価基準と連携
した DOM 変換ルールを用いて評価用 DOM ツリ
ーに変換する．              
 (3)評価用 DOM ツリーの構造評価 
あらかじめ定めた評価目的に応じた基準に基づ
き，評価用 DOM ツリーの評価を行う． 
                          

 
 
 
 
 
 
       

 
図 1.XML 文書の評価手順 

 
3. 評価用 DOM ツリー 
 評価用 DOM ツリーに変換する際の変換ルール
を記述する際には次の２つの概念を用いる． 
・モジュール:評価を行う際の基本単位であり，
DOM ツリー上で１つ以上の要素の集合である．                                               

 
・リンク:モジュール間の関係を表す． 

 

 

  
         
      
   
   
    DOM ツリー              評価用 DOM ツリー 
例えば要素AとBをモジュールとしてみなすと、

モジュール A は子要素を持たないモジュールに、
モジュール B は要素 C と要素 D の２つの子供を持
つモジュールに変換される．このようにドキュメ
ントデータを評価基準の目的に応じて評価用
DOM へ変換する． 

 
4. 評価基準と評価 
評価用 DOM ツリー上で，このドキュメントデ

ータの評価目的に応じた評価基準を適用する．  
例えば，上記の評価 DOM ツリーに対して，階

層，モジュール数およびモジュール内の要素数と
いった評価基準を適用すると，階層:３，モジュー
ル数:２，モジュール内の要素数はＡモジュール:１，
Ｂモジュール:２という結果値が出力される．これ
らの結果を用いてより抽象度の高い評価値の計算
を行うことができる． 

 
5. まとめ 
本稿では，XML ドキュメントデータを DTD 定

義に基づいて評価するための手法を提案した．本
評価手法では，利用目的に応じて多様な XML ドキ
ュメントデータを評価することができる．今後，
本手法に基づく評価ツールを実装して，本手法の
有効性について評価を行いたい． 
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